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結
び
に
か
え
て

諸
伝
本
の
特
性
・
特
質
を
見
極
め
る
上
で
、
書
写
者
・
書
写
年
代
に
関
す
る
情
報
は
極
め
て
有
用
で
あ
る
。
伝
本
か
ら
こ
れ
ら
の
情
報
を
高
い

精
度
で
得
る
た
め
に
、
本
文
研
究
の
み
な
ら
ず
書
の
研
究
は
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
、
本
課
題
に
つ
い
て
、
書
は
感
覚
的
に
論
じ
ら
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
。
時
代
的
特
徴
が
表
れ
る
書
写
内
容
・
表
記
等
を
重
視
せ
ず
に
書
風
の
み
で
書
写
者
等
の
推
定
を
行
う
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ

る
。
著
者
は
こ
の
点
に
特
に
留
意
し
つ
つ
、
書
の
研
究
を
本
文
研
究
に
並
行
し
て
進
め
た
。

ま
た
本
研
究
の
一
環
と
し
て
多
数
の
伝
本
の
収
集
、
集
成
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
、
後
述
す
る
堀
部
正
二
・
久
曽
神
昇
両
氏
の
所
論
に
扱
わ
れ

な
か
っ
た
い
く
つ
か
の
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
研
究
は
従
来
の
知
見
に
新
た
な
知
見
を
加
え
、
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸

伝
本
に
関
す
る
先
学
の
研
究
に
つ
い
て
形
態
・
本
文
、
及
び
書
の
面
か
ら
改
め
て
検
討
を
行
い
、
諸
伝
本
の
実
態
の
解
明
、
及
び
そ
れ
ら
の
分
類

を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
概
説
す
る
。

堀
部
氏
は
主
に
本
文
の
関
係
性
に
注
目
し
て
平
安
時
代
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
を
次
の
ご
と
く
分
類
し
た
。

⑴
御
物
伝
行
成
筆
粘
葉
装
本
の
系
統
に
近
き
も
の
…
…　

粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

⑵
関
戸
家
蔵
伝
行
成
筆
本
（
源
兼
行
筆
）
の
系
統
に
近
き
も
の
…
…　

雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本

⑶
い
づ
れ
と
も
判
定
つ
か
ず
夫
々
に
特
異
の
本
文
を
有
し
て
雑
類
と
も
称
す
べ
き
も
の

一
方
、
久
曽
神
氏
は
主
に
形
態
的
な
面
か
ら
次
の
ご
と
く
大
別
し
た
。

甲
類
…
…　

雲
紙
本
・
関
戸
本
・
巻
子
本
・
葦
手
本
（
雲
紙
本
・
関
戸
本
の
一
類
と
巻
子
本
・
葦
手
本
の
一
類
に
分
類
）

乙
類
…
…　

粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切

そ
の
上
で
久
曽
神
氏
は
「
少
な
く
と
も
初
稿
本
・
再
稿
本
・
精
撰
本
の
三
種
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
は
、
更
に
今
後
研
究
す

べ
き
問
題
で
あ
る
が
、
著
者
公
任
の
手
許
に
存
し
た
原
本
に
、
次
第
に
追
補
せ
ら
れ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
」、「
こ
の
三
類
の
伝
本
の
成
立
に

つ
い
て
考
え
る
に
、
や
は
り
公
任
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
甲
類
の
雲
紙
本
・
関
戸
本
を
「
初
稿
本
」、
巻
子
本
・
葦
手
本
等
を
「
再
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稿
本
」、
乙
類
の
粘
葉
本
・
伊
予
切
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
を
「
精
撰
本
」
と
位
置
付
け
た
。

確
か
に
堀
部
氏
⑴
・
久
曽
神
氏
乙
類
の
四
本
の
関
係
は
近
い
。
ま
た
堀
部
氏
⑵
・
久
曽
神
氏
甲
類
の
う
ち
、
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
関
係
、
及

び
巻
子
本
と
葦
手
本
と
の
関
係
も
近
い
。
し
か
し
な
が
ら
「
初
稿
本
」、「
再
稿
本
」、「
精
撰
本
」
と
い
う
伝
本
の
成
立
過
程
の
捉
え
方
に
つ
い
て

は
首
肯
し
難
い
。

著
者
は
ま
ず
、
十
一
世
紀
中
葉
の
書
写
と
さ
れ
る
雲
紙
本
と
関
戸
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
両
本
の
書
写
者
が
源
兼
行
（
生
没

年
未
詳
）
で
あ
る
こ
と
は
定
説
で
あ
る
。
し
か
し
両
本
の
書
写
時
期
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
間
隔
が
あ
る
の
か
、
そ
の
問
い
に
つ
い
て
は
先
学

で
は
見
解
が
異
な
り
、
ま
た
そ
の
決
定
的
と
も
言
え
る
根
拠
が
見
当
た
ら
な
い
。
著
者
は
書
き
振
り
に
加
え
、
用
字
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
①
雲
紙
本
の
方
が
関
戸
本
よ
り
も
前
に
書
写
さ
れ
た
、
②
両
本
の
書
写
年
時
の
間
隔
は
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
と
推
定
し
た
。
ま
た

形
態
・
本
文
・
注
記
に
つ
い
て
も
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
な
お
か
つ
両
本
間
に
見
ら
れ
る
相
違
、
そ
の
異
同
の
誘
因
、
及
び
両
本
の

親
本
の
姿
に
関
す
る
私
見
を
述
べ
た
。

堀
部
・
久
曽
神
両
氏
は
、
両
本
間
に
見
ら
れ
る
詩
歌
句
数
の
相
違
（
関
戸
本
に
無
い
五
首
、
雲
紙
本
に
無
い
三
八
首
）
に
つ
い
て
、「
誤
脱
」、「
脱

漏
」
に
因
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
説
に
対
し
て
著
者
は
、
そ
れ
ら
は
意
図
的
に
変
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
選
定
に
は
書
写
者
（
源

兼
行
）
で
は
な
く
、
当
該
作
品
の
撰
者
で
あ
る
公
任
、
ま
た
は
公
任
に
近
い
人
物
が
関
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
し
た
。

次
い
で
粘
葉
本
と
伊
予
切
と
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
形
態
・
本
文
、
書
の
面
に
お
い
て
両
本
は
極
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
。
書
家

で
あ
り
書
の
研
究
者
で
も
あ
っ
た
安
東
聖
空
氏
は
「
同
一
人
物
が
同
一
の
和
漢
朗
詠
集
を
数
多
く
書
い
た
」
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
著
者
は

書
そ
の
も
の
に
加
え
、
書
写
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
も
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
両
本
の
近
似
性
は
認
め
た
も
の
の
、
同
筆
と
仮
定
す
る
と
矛

盾
す
る
点
が
見
出
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
両
本
は
別
人
の
手
に
よ
る
と
提
言
し
た
。

粘
葉
本
と
伊
予
切
に
は
他
の
諸
伝
本
に
は
な
い
両
本
に
の
み
見
ら
れ
る
特
異
な
本
文
が
存
す
る
。
著
者
の
提
言
（
両
本
が
別
人
の
手
に
よ
る
）

が
真
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
特
異
な
本
文
は
書
写
者
達
に
よ
る
（
誤
写
等
の
）
偶
然
の
一
致
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
両
本
の
親
本
に
起
因
す
る
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蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
点
を
付
言
し
た
。

以
上
述
べ
た
通
り
、雲
紙
本
と
関
戸
本
は
近
い
関
係
に
あ
る
。
ま
た
粘
葉
本
と
伊
予
切
に
つ
い
て
も
書
き
手
が
異
な
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、

近
い
関
係
に
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
同
類
で
あ
る
と
見
做
し
得
る
こ
と
か
ら
以
下
、
粘
葉
本
類
、
雲
紙
本
類
と
呼
称
す
る
。

以
上
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
、形
態
的
な
面
を
中
心
に
雲
紙
本
類
と
粘
葉
本
類
と
の
関
係
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
雲
紙
本
・

関
戸
本
に
〈
追
補
〉
さ
れ
た
も
の
が
粘
葉
本
・
伊
予
切
で
あ
り
、〈
初
稿
本
〉
か
ら
〈
精
撰
本
〉
へ
と
一
元
的
成
長
を
遂
げ
た
」
と
い
う
久
曽
神
氏
の

所
説
を
否
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
結
論
付
け
た
。
む
し
ろ
、
題
、
詩
歌
句
の
選
定
と
い
う
採
録
の
基
本
と
な
る
部
分
に
お
い
て
公
任
は
ま
ず
雲
紙

本
類
と
粘
葉
本
類
の
共
通
的
基
盤
と
な
る
原
形
を
作
っ
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
「
再
稿
本
」
と
い
う
捉
え
方
に
つ
い
て
も
整
合
し
な
い
点
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
堀
部
・
久
曽
神
両
氏
は
巻
子
本
・
葦
手
本
を
雲
紙
本
・

関
戸
本
と
同
じ
く
⑵
・
甲
類
と
し
た
が
、
そ
の
位
置
付
け
は
不
明
瞭
で
あ
る
。
堀
部
・
久
曽
神
両
氏
の
分
類
の
通
り
、
形
態
面
に
お
い
て
巻
子
本
・

葦
手
本
が
雲
紙
本
類
の
流
れ
を
汲
む
内
容
を
有
し
て
い
る
と
い
う
点
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
研
究
に
お
い
て
、
両
本
の
本
文
に
は
、
堀
部

氏
⑴
・
久
曽
神
氏
乙
類
の
四
本
（
粘
葉
本
・
近
衛
本
・
法
輪
寺
切
・
伊
予
切
）
と
、
堀
部
氏
⑵
・
久
曽
神
氏
甲
類
の
う
ち
の
二
本
（
雲
紙
本
・
関

戸
本
）
と
の
混
在
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
雲
紙
本
・
粘
葉
本
両
類
の
本
文
混
在
の
様
相
は
、
巻
子
本
・
葦
手
本
だ
け
で
は
な
く
、
両

本
と
同
じ
く
十
二
世
紀
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
諸
伝
本
に
つ
い
て
も
指
摘
し
得
る
特
徴
で
あ
る
。
加
え
て
十
二
世
紀
書
写
本
に
特
有
か
と
思

し
き
形
態
、
本
文
等
も
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
諸
伝
本
の
系
統
立
て
を
試
み
る
際
、
巻
子
本
・
葦
手
本
を
雲
紙
本
類
か
ら
切
り
放
し
、
さ

ら
に
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
諸
伝
本
と
同
じ
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
に
収
め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
十
二
世
紀
書
写
本
群
は
、
大
ま
か
に

は
「
形
態
的
な
面
に
お
い
て
は
雲
紙
本
類
の
流
れ
を
汲
む
」
と
言
え
る
が
、
粘
葉
本
類
の
要
素
も
有
し
て
い
る
。
先
学
に
よ
る
分
類
に
従
い
、
粘

葉
本
類
と
雲
紙
本
類
を
対
立
関
係
と
見
做
し
、
そ
の
基
準
の
も
と
に
十
二
世
紀
の
書
写
と
さ
れ
る
諸
伝
本
を
分
類
す
る
な
ら
ば
、
具
体
的
に
は
久

松
切
・
戊
辰
切
が
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
粘
葉
本
類
よ
り
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
巻
子
本
・
安
宅
切
・
定
信
筆
大
字
切
・
葦
手
本
・
山
城
切
等
は
雲

紙
本
類
の
系
譜
上
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
子
本
と
安
宅
切
と
は
近
い
関
係
に
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
二
つ
の
伝
本
は 

葦
手
本
と
も
近
く
、
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ま
た
、
戊
辰
切
と
も
連
関
す
る
。
一
方
、
戊
辰
切
は
後
代
的
変
移
の
様
相
を
帯
び
て
お
り
、
そ
れ
に
類
す
る
伝
本
に
は
久
松
切
・
山
城
切
が
挙
げ

ら
れ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て
そ
の
三
本
は
類
同
的
で
あ
る
。
た
だ
し
、
山
城
切
は
雲
紙
本
類
と
の
み
一
致
す
る
本
文
・
注
記
を
多
く
有
し
て
い
る
。

一
方
、
定
信
筆
大
字
切
に
つ
い
て
は
現
存
す
る
断
簡
の
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
本
文
系
統
の
推
定
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
子
本
・
安
宅

切
と
と
も
に
後
人
の
加
筆
と
さ
れ
て
い
る
和
歌
を
共
有
し
て
い
る
定
信
筆
大
字
切
も
そ
の
一
系
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。

既
に
書
の
研
究
者
に
よ
り
、
書
風
上
の
類
似
性
の
観
点
か
ら
諸
伝
本
の
分
類
は
な
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
一
部
の
伝
本
に
と
ど
ま
る
。
本
研

究
に
よ
り
、
内
容
面
に
お
い
て
新
た
に
い
く
つ
か
の
伝
本
の
関
係
性
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
れ
ら
は
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

例
え
ば
十
二
世
紀
書
写
本
の
主
た
る
も
の
に
は
、
巻
子
本
・
葦
手
本
の
他
、
伝
公
任
筆
唐
紙
切
・
安
宅
切
・
定
信
筆
大
字
切
・
戊
辰
切
が
挙
げ
ら

れ
る
。
そ
れ
ら
は
代
々
能
書
を
輩
出
し
た
世
尊
寺
家
、
も
し
く
は
そ
の
周
辺
の
人
物
の
手
に
よ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
伝
本
で
あ
り
、同
一
グ
ル
ー

プ
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
先
学
の
所
論
の
中
に
は
そ
の
う
ち
の
伝
公
任
筆
唐
紙
切
を
藤
原
伊
房
（
一
〇
三
〇
―
一
〇
九
六
）
の

真
筆
と
し
、
戊
辰
切
（
巻
下
）
を
藤
原
定
信
（
一
〇
八
八
―
一
一
五
四
以
後
）
の
真
筆
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
本
研
究
を
進
め
る
中
で
、
書
き
振

り
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
書
写
内
容
・
表
記
の
面
に
お
い
て
も
当
該
説
に
整
合
し
な
い
点
が
見
出
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
両
本
は
先
学
に
よ
っ

て
推
定
さ
れ
て
い
る
書
写
年
代
よ
り
も
後
に
書
写
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
諸
伝
本
に
つ
い
て
、
そ
の
資
料
の
網
羅
的
集
成
が
試
み
ら
れ
た
の
は
昭
和
十
四
年
刊
行
の
『
伝
藤
原
定
頼
筆
和
漢
朗
詠
集
山

城
切
解
説
及
釈
文
』
の
み
で
あ
る
。
よ
り
多
く
の
資
料
を
収
集
、
集
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
本
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
試
み
は
古
典
の
基
礎
研

究
に
必
須
で
あ
る
と
こ
ろ
、『
和
漢
朗
詠
集
』
に
つ
い
て
は
重
要
な
作
品
で
あ
り
な
が
ら
研
究
の
基
盤
を
成
す
本
文
の
整
備
が
未
だ
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
い
。
本
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、
先
学
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
扱
わ
れ
な
か
っ
た
資
料
も
あ
わ
せ
て
各
伝
本
に
関
す
る
よ
り
多
く
の
情
報
を

開
示
し
て
い
き
た
い
。

 

本
書
中
、
引
用
さ
せ
て
頂
い
た
図
版
は
二
玄
社
刊
『
日
本
名
跡
叢
刊
』・『
日
本
名
筆
選
』、
講
談
社
刊
『
古
筆
学
大
成
』
に
拠
る
。
末
文
な
が
ら

両
出
版
社
に
は
掲
載
の
お
許
し
を
頂
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




